
つ
く
ろ
う
日
本
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

建
設
・
建
設
機
械

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
、
新
た
な
街
づ
く
り
や
産
業
基
盤
の
あ
り
方

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
議
論
が
国
や
被
災
地
の
市
町
村
で
今
後
本
格
化
す
る
。

そ
の
青
写
真
を
描
く
ピ
ー
ス
と
し
て
生
き
て
く
る
の
が
、
土
木
・
建
築
の
多
様
な
要

素
技
術
。
地
震
や
津
波
に
強
い
街
や
工
場
の
実
現
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
を
実
現
す
る

洋
上
の
環
境
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
な
ど
、
ゼ
ネ
コ
ン

総
合
建
設
会
社

が
次
世
代
社

会
に
提
案
す
る
た
め
育
て
て
き
た
モ
ノ
づ
く
り
の
種
を
震
災
復
興
に
役
立
て
る
一

方
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
建
設
機
械
は
現
場
の
都
市
づ
く
り
を
支
え
る
。
す
そ
野
が

広
い
建
設
産
業
は
、
地
域
経
済
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

鹿
島
は
技
術
研
究
所

東
京
都
調
布

市

に
約

億
円
を
投
じ
、
米
メ
ー
カ

ー
か
ら
調
達
し
た
最
新
鋭
の
高
性
能
３

次
元
振
動
台
を
導
入

　

年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
契
機
に
建
設
機
械

市
場
の
主
役
は
日
米
欧
の
先

進
国
か
ら
中
国
を
中
心
と
し

た
新
興
国
に
移
行
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
建
機
各
社
の
完

成
車
生
産
の
約
７
割
は
中
国

な
ど
海
外
工
場
が
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
国
内
工
場

へ
の
設
備
投
資
も
活
発
化
し

て
い
る
。
海
外
工
場
を
含
む

グ
ル
ー
プ
全
体
の
開
発
や
生

産
を
最
適
化
す
る
司
令
塔
と

し
て
の
機
能
や
人
材
育
成
の

強
化
が
目
的
だ
。

　
国
内
３
位
の
コ
ベ
ル
コ
建

機
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
に
凍
結
し
て
い
た
五
日
市

工
場
広
島
市
佐
伯
区
の
建

設
を
６
月
に
始
め
、

年
５

月
に
稼
働
さ
せ
る
。
投
資
総

額
は
１
９
８
億
円
。
だ
が
、

小
谷
重
遠
社
長
は
「
新
工
場

建
設
の
目
的
は
当
初
の
増
産

投
資
で
は
な
く
な
っ
た
」
と

話
す
。
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
市
場

の
主
役
が
日
米
欧
か
ら
新
興

国
へ
移
っ
た
こ
と
で
中
国
や

タ
イ
、
イ
ン
ド
で
の
生
産
体

制
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
だ
。

こ
の
た
め
、
新
工
場
の
年
産

能
力
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前
の
計
画
比
５
５
０
０
台

減
の
８
５
０
０
台
と
し
た
。

　
代
わ
っ
て
新
工
場
建
設
の

最
大
の
目
的
と
な
っ
た
の
は

生
産
効
率
化
だ
。
同
社
祇
園

工
場

広
島
市
安
佐
南
区

の
中
型
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
と
沼

田
工
場

同

の
大
型
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
の
生
産
機
能
を

年
５
月
ま
で
に
新
工
場
に
集

約
す
る
効
果
に
加
え
、
生
産

性
向
上
活
動
の
徹
底
に
よ

り
、
生
産
性
を
現
状
比
３
割

増
、
部
品
・
完
成
機
在
庫
を

半
減
、
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム

も
半
減
さ
せ
る
。
新
工
場
で

培
っ
た
生
産
効
率
策
を
海
外

工
場
に
普
及
さ
せ
て
グ
ル
ー

プ
全
体
の
生
産
性
を

年
ま

で
に
平
均
３
割
引
き
上
げ
、

競
争
力
や
収
益
性
の
強
化
に

つ
な
げ
る
。

　
こ
う
し
た
生
産
効
率
化
策

の
実
施
に
向
け
、
五
日
市
新

工
場
に
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の

生
産
・
開
発
・
調
達
を
統
括

す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
す
る
。
生
産
効
率
化
の

た
め
の
現
場
力
の
向
上
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品

開
発
や
技
術
開
発
を
担
う
ほ

か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
網
を

整
え
て
全
世
界
の
部
品
購
入

費
を

年
ま
で
に
現
状
比
５

％
削
減
す
る
。

　
一
方
、
国
内
最
大
手
の
コ

マ
ツ
は

日
、
創
業
地
で
あ

る
小
松
工
場
跡
地

石
川
県

小
松
市

に
研
修
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
新
入
社
員
や

国
内
外
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
教

育
な
ど
を
行
う
中
核
拠
点
と

し
て
年
２
万
人
の
利
用
を
見

込
む
。
コ
マ
ツ
は
中
国
な
ど

海
外
子
会
社
の
社
長
を
現
地

の
人
材
に
す
る
方
針
を
示
し

て
お
り
、
国
内
工
場
で
培
っ

た
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
海

外
子
会
社
の
リ
ー
ダ
ー
層
に

教
育
し
、
海
外
工
場
の
生
産

性
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　
国
内
２
位
の
日
立
建
機
が

ま
と
め
た

年
度
の
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
の
世
界
総
需
要
台
数

中
国
メ
ー
カ
ー
除
く

は

前
年
度
比

％
増
の

万
３

０
０
０
台
と
過
去
最
高
を
更

新
す
る
見
込
み
。
う
ち
中
国

が
同

％
増
の

万
８
０
０

０
台
と
な
る
な
ど
、
新
興
国

の
需
要
が
世
界
全
体
の
７
割

を
占
め
る
。
完
成
車
生
産
の

７
割
が
海
外
生
産
と
な
っ
た

と
は
い
え
、
完
成
車
に
組
み

込
む
エ
ン
ジ
ン
や
油
圧
機
器

と
い
っ
た
基
幹
部
品
は
国
内

工
場
か
ら
海
外
工
場
へ
供
給

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
建
機

各
社
は
基
幹
部
品
を
生
産
す

る
国
内
工
場
へ
の
投
資
も
進

め
て
い
る
。

　
日
立
建
機
は
常
陸
那
珂
工

場

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市

の
第
２
工
場
棟
を
今
年

夏
に
稼
働
さ
せ
る
。

年
末

に
建
屋
を
完
成
し
た
が
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で

稼
働
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。

霞
ケ
浦
工
場

同
か
す
み
が

う
ら
市

に
あ
る
超
大
型
シ

ョ
ベ
ル
用
シ
ュ
ー

車
輪
に

巻
く
帯
状
部
品

と
中
型
シ

ョ
ベ
ル
用
旋
回
輪
の
製
造
工

程
を
第
２
工
場
棟
に
移
管
す

る
。
霞
ケ
浦
工
場
で
は
移
管

後
、
減
速
機
用
ギ
ア
リ
ン
グ

な
ど
各
生
産
ラ
イ
ン
を
増

強
。
さ
ら
に
、
同
工
場
内
に

延
べ
床
面
積
約
２
４
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
第
２
熱
処
理

工
場
を
新
設
し
、
９
月
末
に

稼
働
を
始
め
る
。
工
場
内
の

生
産
効
率
化
も
進
む
た
め
、

月
に
は
生
産
能
力
が
同

％
増
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

　
一
方
、
国
内
の
完
成
車
生

産
工
場
で
は
日
米
欧
向
け
の

先
進
国
モ
デ
ル
の
生
産
に
特

化
す
る
動
き
が
進
む
と
み
ら

れ
る
。
排
ガ
ス
中
の
有
害
物

質
量
の
規
制
を
一
段
と
厳
し

く
し
た
第
４
次
排
ガ
ス
規
制

対
応
機
種
の
生
産
が

年
か

ら
本
格
化
す
る
見
込
み
だ
か

ら
だ
。
中
国
な
ど
新
興
国
で

は
同
規
制
が
適
用
さ
れ
な
い

た
め
、
海
外
の
完
成
車
生
産

工
場
で
は
低
価
格
や
頑
丈
さ

を
売
り
に
し
た
新
興
国
モ
デ

ル
、
国
内
工
場
は
最
新
式
の

先
進
国
モ
デ
ル
と
、
国
内
と

海
外
で
生
産
機
種
の
二
極
化

が
加
速
す
る
見
込
み
。
国
内

工
場
は
世
界
の
建
機
市
場
を

リ
ー
ド
す
る
技
術
開
発
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
高
ま
る
こ

と
に
な
る
。

建設産業のすそ野は広い
（建設中の東京スカイツリー第１展
望台 地上 ）

復興に向けてインフラ構築
地
域
経
済
押
し
上
げ

沿
岸
部
の
高
架
橋
が
防
災
拠
点

研究強化するゼネコンノウハウ提供拠点に

建
機
、
国
内
の
設
備
投
資
活
発
化

コ
ベ
ル
コ
建
機
の
五
日
市

工
場

完
成
予
想
図

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ５月３０日 月曜日 　　

　
大
畠
章
宏
国
土
交
通
相

は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後

に
道
路
が
果
た
し
た
役
割
に

つ
い
て
「
経
済
だ
け
で
な
く

命
を
守
る
道
筋
だ
」
と
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
。
震
災

発
生
で
航
空
や
鉄
道
貨
物
路

線
が
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
な
か
で
、
国
は
国
道
や

高
速
道
路
を
応
急
復
旧
さ
せ

て
緊
急
支
援
物
資
や
燃
料
な

ど
を
現
地
に
送
り
込
ん
だ
。

福
島
県
相
馬
市
の
立
谷
秀
清

市
長
も
「
国
道
６
号
バ
イ
パ

ス
が
津
波
を
せ
き
止
め
た
」

と
し
、
今
後
の
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
考
え
方
と
し
て

命
の

道

と
の
位
置
づ
け
が
重
要

と
言
え
そ
う
だ
。

　
大
林
組
は
沿
岸
部
の
今
後

の
街
づ
く
り
に
適
用
で
き
る

道
路
技
術
と
し
て
、
津
波
か

ら
一
時
避
難
で
き
る
機
能
を

持
た
せ
た
高
架
橋
を
検
討
し

て
い
る
。
同
社
は
今
回
の
津

波
で
、
被
害
を
受
け
た
範
囲

が
海
岸
か
ら
約
５

以

内
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
が

陸
に
到
着
す
る
ま
で

―

分
だ
っ
た
こ
と
に
着
目
。
高

架
橋
道
路
を
沿
岸
か
ら
２

圏
内
に
配
置
し
、
こ
の
道

路
を
地
震
や
津
波
か
ら
避
難

で
き
る
防
災
拠
点
に
す
る
。

　
こ
の
高
架
橋
道
路
の
高
さ

は
約

、
道
幅
は
約

を
想
定
。
地
上
数
カ
所
に
車

両
避
難
用
の
斜
路
と
避
難
階

段
を
設
置
し
、
避
難
施
設
と

し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
非

常
用
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
備
え

る
。平
時
は
国
道
や
県
道
、高

速
道
路
な
ど
と
し
て
利
用
し

い
ざ

と
い
う
時
、緊
急
避

難
所
と
し
て
使
え
る
設
計
。

津
波
被
害
圏
内
の
中
間
地
点

に
配
置
す
る
こ
と
で
地
域
住

民
が
避
難
す
る
時
間
も
短
縮

で
き
る
。
イ
ン
フ
ラ
や
建
物

の
耐
震
設
計
技
術
を
高
め

て
、
工
場
で
の
モ
ノ
づ
く
り

な
ど
の
事
業
継
続
計
画

Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
支
え
よ
う
と
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
の
研
究
開
発
強
化

の
動
き
も
、こ
の
大
震
災
を

受
け
て
活
発
化
し
そ
う
だ
。

　
鹿
島
は
今
年
１
月
、
技
術

研
究
所

東
京
都
調
布
市

に
約

億
円
を
投
じ
て
、
米

メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
し
た
最

新
鋭
の
高
性
能
３
次
元
振
動

台
を
導
入
し
た
。
こ
の
振
動

台
は
地
震
の
複
雑
な
揺
れ

を
、
研
究
所
の
中
で
自
在
に

再
現
で
き
る
。

　
同
社
の
設
備
導
入
は
大
震

災
が
発
生
し
た
３
月

日
以

前
。
だ
が
、
こ
の
震
災
に
よ

る
部
品
工
場
な
ど
の
被
災

で
、
車
や
電
機
な
ど
完
成
品

メ
ー
カ
ー
も
生
産
打
撃
を
受

け
て
お
り
、
耐
震
設
計
に
対

す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
が
急
速
に

高
ま
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
さ
ら
に
発
電
所
と
い
っ

た
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
構

造
も
見
直
し
は
必
至
。
工
場

や
発
電
施
設
な
ど
を
大
震
災

か
ら
守
り
、
早
期
の
機
能
回

復
が
可
能
に
な
る
設
計
技
術

の
開
発
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
競

争
力
を
高
め
る
。

　
従
来
に
な
い
、
ま
っ
た
く

新
た
な
視
点
で
理
想
の
街
を

設
計
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
清
水
建
設
な
ど
の
発
案

で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
赤

道
直
下
の
洋
上
に
居
住
や
参

照
施
設
な
ど
を
備
え
た
人
工

島
群
を
建
設
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
食
料
を
自
給
自
足
し
、

二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

や
廃

棄
物
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い

う
、環
境
都
市
モ
デ
ル
グ
リ

ー
ン
フ
ロ
ー
ト
」
構
想
だ
。

ス
ー
パ
ー
連
携
大
学
院
協
議

会

東
京
都
江
戸
川
区

と

野
村
証
券
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
枠
組
み
に
加
わ
り
２
０
１

０
年
度
に
本
格
始
動
し
た
。

　
実
現
目
標
は

年
だ
が
、

清
水
建
設
は
次
世
代
の
街
づ

く
り
を
見
据
え
た
技
術
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
設
定
し
、
実
現

可
能
な
技
術
か
ら
順
次
実
用

化
す
る
考
え
。
必
要
と
な
る

要
素
技
術
は
空
中
都
市
を
実

現
す
る
都
市
計
画
、
浮
体
構

造
、
海
水
に
耐
え
る
新
た
な

合
金
素
材
、
新
交
通
や
物
流

シ
ス
テ
ム
、
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
プ
ラ
ン
ト
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
自

給
を
支
え
る
植
物
工
場
、
海

洋
環
境
の
保
全
や
生
物
多
様

性
、
居
住
環
境
の
快
適
制

御
、
そ
し
て
津
波
や
地
震
、

強
風
に
備
え
る
防
災
な
ど
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
壮

大
な
研
究
だ
が
、
大
震
災
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地

域
の
、
新
た
な
街
づ
く
り
に

最
低
限
必
要
と
な
り
そ
う
な

技
術
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
技
術
を
一
つ
で
も
多

く
早
期
に
実
用
化
し
、
被
災

地
域
復
興
の
力
に
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。


